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No.９８
いそがわ ゆか市議会だより

新型コロナウイルスの感染者は東京はじ
め大阪でも再び広がっております。罹患さ
れた方々に心からお見舞い申し上げます。
市民生活においても新しい生活様式が求め
られているところですが、感染防止の目的
はなによりも市民の命を守ることです。
行政に求められる市民生活に必要な支援

等の政策等を議論する大切な「議会」とい
う場の価値を高め、市民の皆様の自由と権
利が尊重された「市民のための市政」＝
「市民本位の市政」の実現に向け、これか
らも、全力で取り組んでまいります。
市民の皆様からの大切なお声が政治を

動かします。ご意見等お待ちしています。

平成7年（1995年）に“市民目線で活
動する議員を市議会へ送り出し、市政に参
画しよう”そんな市民の想いから生まれた
１００%市民派・無党派の『吹田いきいき
市民ネットワーク』は今年で、25年を迎え
ました。
引き続き、『見える政治・わかる政治』

をモットーに議員活動を行い、政務活動
費・議員報酬の使い道はもちろん、その結
果を「議会だより」で発信していきます。
（※配布部数等はコロナ感染状況によります）

『市民力』、『広がるネットワーク』が
『吹田いきいき市民ネットワーク』の原点です。令和２年（2020年）
５月・７月臨時会・５月定例会の報告及び活動報告です。

いそがわ ゆか（五十川有香） 連絡先
吹田市役所控室：〒564−8550 吹田市泉町1−3−40
TEL 06-6384−1390 FAX 06-6337−6858
事 務 所：〒565−0831
吹田市五月が丘東9−12−102
TEL 06-4864−2874 FAX 06-6878−1452
Eメール：510yuka.suita@gmail.com
URL : https://isoyuka.net

各種SNSも配信中！
Facebook :いそがわ ゆか 吹田いきいき市民ネットワーク

mobile.twitter.com/suita59386701
Amebro: https://amebblo.jp/yukasuita/

LINEのQRコード HPのQRコード
→ →

5月定例会にて役員選考が行われ、いそがわ ゆかの所
属委員等は以下のとおりです！
●文教市民常任委員会委員長
（担当部署：学校教育部、地域教育部、市民部、

都市魅力部、農業委員会）
●議会運営委員会委員（市民と歩む議員の会）

●予算常任委員会副委員長（文教市民分科会）
●決算常任委員会副委員長（文教市民分科会）
●環境審議会委員（議会選出）
所属分野はもちろん、所属していない分野でも一般質

問等で取り上げることができます。
引き続き、市政や市議会に対するご質問・ご意見等の

お声をお待ちしています！

2020年８月

令和2年度所属委員等が決まりました

通常年度は、年に４回の定例会とな
りますが、令和２年度の吹田市議会は、
新型コロナウイルス感染症対策関連の
国の補正予算等に合わせて、4月30日
に臨時会、5月18日に２回目の臨時会、
5月定例会（5月28日〜6月28日ま
で）、7月20日に３回目の臨時会が開
かれました。これまでに緊急対策等と
して約30億円ほどの税金をコロナ禍へ
の対策等に充てられています。私たち
議員は、市長の提案される政策等の可
否だけでなく、他市と比較した政策立
案の妥当性や市長提案にない必要施策
の提案など、吹田市民にとって一番身
近な地方自治体として、いかに市民に
寄り添った支援策やコロナ対応策等を

講じることができるのか。市議会にて
議論しているところです。
しかしながら、吹田市議会において

は、臨時会は、感染予防と市の市民対
応等に配慮して、通常の議会は10時か
ら17時までのところを１日２時間とい
う議会の開催時間を縮小して行われて
いるところです。5月定例会において
も、時間短縮され、議員個人の質問時
間がこれまで申し合わせで15分であっ
たところ（規程では20分）、質問時間
は７分となりました。議会での発言の
大切さについて意見は申し述べました
が、止むなく方針に協力していたとこ
ろですが、コロナ対策という市民の命
を守るために大切な予算等がでている

なか、民主的な議論に時間制約がかか
ることで大切な声が伝えられないとい
うことにならないよう、議員の発言権
をどう保障していくのか。いそがわ 自
身も悩みながら、対応しているところ
です。また、コロナ禍における行政の
市民対応等を監視することも当然なが
ら議員に求められています。コロナ禍
における政治のあり方。市民と議員、
共に学びながら市民のための市政を実
現していきたいものです。

［吹田市の新型コロナウイルス感染症対策事業等の政策決定について］

mailto:510yuka.suita@gmail.com
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五十川：市長は先日、分散登校の様子を見に小・中学
校を訪問されました。現場の実態を見て、課題と感じら
れたことについてお答えください。
市長：小学校１校、中学校１校の学校現場を視察。
まず感じたのは、休校中に各教師が、いかに懸命に、

今回の教育ブランクに対し、工夫、対応してきたかという
こと。その上で、様々な教訓や解決可能な課題も聞き取
ることで、行政が担うべき、現場支援の必要性を認識し
たところである。

（何とも抽象的なお答えですね…）
◯大規模改修等工事と子どもたちの学習保障は？
五十川：新型コロナの影響で、夏休み期間が短縮される
子供達のことを考慮しても、どうしても今年に計画通り、
この工事を実施しないといけない理由についてお答えく
ださい。
学校教育部：来年度は特別教室の空調整備を予定して
おり、今年度に大規模改造工事等を実施しない場合は、
令和４年度まで延期となる。実施予定の工事は老朽化

対策や児童数増加に対応するものであり、安全な教育
環境の確保のために今年度に実施する必要があると判
断した。
五十川：大規模工事と並行して授業する場合、子供たち、
先生方も相当の負担になるが教育委員会と現場は、具
体的に誰と誰が話をしているのか。そして、当該校の保
護者や児童、生徒への説明はいつ、どう行うのか。
学校教育部：校長指導連絡会で全校長へ全体の工事
予定を説明している。また、該当学校の保護者や児童、
生徒への説明は、学校の授業が再開し必要な措置が
済み次第、速やかに進める予定である。
大規模改修工事等により教室が利用できず、数校

の学校は近隣大学等を利用することになりました。
国際会議場（中之島）まで行かざるを得ない学校

もありました。生徒や教師等の負担を考慮し、オン
ライン授業など別の対応等も提案しましたが、実施
にいたりませんでした。
(代替手段等の予算概算額は約9,065万円とのこと)

［学校における夏季休業期間中の授業体制等にて（５月定例会より）］

吹田市議会においては、市民に開かれた議会のための整備
や、現状に合わせたルールづくりなど、３人以上の会派で話し
合い等を重ねています。現在、議会運営委員会小協議会にて
検討中の項目は以下のとおりです。
１）オンライン会議（委員会）の導入について
２）議場での電子採決システムの導入について
３）議会質問での障がい者の方のための合理的配慮（手話通
訳、要約筆記等）の実施について
１）、２）については、非常時への対応や予算の関係で、優先

して議論をしています。右記はわが会派の提案項目です→

◯臨時会及び定例会における新型コロナ感染症関係
の質疑項目については、以下の通りです（抜粋）
５月臨時会等（会派代表の一括質問形式です）

◯未就学児の給食費無償化について
◯ひとり親支援（児童扶養手当給付事業）について
・年金受給のひとり親は対象としない理由
◯デリバリーに取り組む小規模飲食店の経費補助の
必要性の判断基準や現状把握の方法
◯小・中学校の給食費の無償化、中学生給食の半額
支援について
・休校中である中、支援の緊急性の判断基準は
◯緊急支援アクションプラン事業の申請等の窓口
緩和策やオンライン体制整備、人員体制は
◯小・中学生のパソコン導入におけるオンラインの整備
◯小規模事業者への応援金事業の条件緩和の必要性

５月定例会
◯新型コロナウイルス感染症対策関連
・学校現場の実態にあった対応の必要性
・子供たちの熱中症対策や夏休み授業について
・緊急事態宣言中の市長公務等について
・審議会等のWEB会議導入の必要性について
・患者の受け入れ体制等について
・NPO・市民活動への支援について
◯保育所等への専門家派遣等の手厚い支援の必要性
◯自治体のきめ細かな支援のあり方
７月臨時会 （会派代表の一括質問形式です）

◯妊産婦へのPCR検査の市独自支援の必要性について
◯学校支援員の配置と教員等との負担軽減について
◯学校だけでなく家庭への通信環境整備の必要性
◯予備費1億円の設定根拠について

新型コロナ感染症関係について（５月臨時会・５月定例会より）

◯委員会のインターネット放映について
◯傍聴人規則の改正について
◯議場へのマイボトルの持込みについて
◯健都のまちづくりのソフト面の特別委員会の設置について
◯役員選考に関する書類の見直しについて
◯請願者の意見陳述について
◯市議会における広報や広聴の充実化について
◯本会議や委員会の欠席届出時に付する理由の会議規則への
明文化について

◯高校や大学等との連携について
◯クラウド型議会文書共有システムの活用について

［議会運営委員会の検討項目について］

引き続き、私たちに求められていること。
新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止における国の政治判断の責任は非常に重く、また、吹田市においても

市長（＝行政）の判断や教育現場への指示には現場も市民も振り回されているところです。
そんな中、市民生活の中での疑問や気づきは非常に大切であり、私、いそがわも市民の皆様それぞれの様々な課

題に対して、多くの視点から声を上げることを意識して活動していきたいと思います。皆さまからのご意見・ご相
談、ご質問等をお待ちしています。



【中学校教科書採択について】
五十川：教科書採択に対する基本的姿勢は。
教育監：教科用図書の採択に関わり、専門的な調査研究の
充実、適正かつ公正な採択手続の確保、開かれた採択の推
進の３点を重視しながら、適正な調査研究活動及び具申に基
づく公正な採択を実施し、本市の生徒にとって最適な教科用
図書を選定していく。

五十川：教員からの意見等については、どんな
取扱いとなるのでしょうか。

教育監：教科用図書の見本本閲覧期間内に、教職員の意見
交流会を実施し、各校の代表者が、学校で集約した意見を
持ち寄り、議論を深める場を設定している。

五十川：貴重な市民意見についてはどんな取扱いとなる
のか。

教育監：本市では、見本本の各展示会場に意見箱を設置し、
市民が自由に意見を記述できる用紙を備えている。閲覧期
間終了後、事務局が取りまとめを集約したものを選定委員会
に報告することで、教科用図書採択の参考にする。

五十川：市民の関心も高く、コロナ感染予防対策を徹底しな
がら、別室にてインターネット傍聴など、例年どおり、
希望者全員が傍聴できる対応を求めるが、検討され
ているのか。

学校教育部：感染症対策が必要であることから、昨年並みの
傍聴席の設定は困難な状況である。できる限り多くの市民に
傍聴できる席数を確保するため会場を変更やさらなる工夫が
できないか、引き続き検討していく。
（別室での音声傍聴も可となりました）
※中学校教科書は7月２９、30日の教育委員会議
にて決まりました。（詳細はHP等にて）

いそがわ ゆか活動記録（抜粋）（詳細はSNS等にて）
※4月8日〜5月22日まで
〜緊急事態宣言発令〜
〔４月〕
３日 市民面談等
７日 小学校入学式

１７日・２４日
近畿市民派議員オンライン会議

２２日 ごみ問題学習会（ZOOM）
２７日 気候変動講演会（ZOOM）
２８日 議会運営委員会
３０日 臨時会

（コロナ対策関係予算）

〔５月〕
３日 憲法記念日特別ネット公演
（おりの中のライオン）

１０日〜１５日だより発送作業
１２日 議会広報委員会
１２日 WEBセミナー受講
１５日 議会運営委員会
１８日 臨時会

（コロナ対策関係予算）
２０日 近畿市民派学習会（ﾈｯﾄ）
２１日 議会運営委員会
２５日 関西若手議員の会（ﾈｯﾄ）
２８日 本会議（提案説明）
２８日 建設環境常任委員会

〔６月〕
３−５日 本会議（役員選考等）
８日 議会運営委員会

12・17日 本会議（質問）
１６日 議会運営委員会
17-19日 各常任委員会
22-24日 各常任委員会
２４日 予算常任委員会(討論採決)
２６日 議会運営委員会
２７日 いきいき総会
２９日 本会議 （討論採決）
３０日 なんでも市民相談日

なんでも市民相談日♪
開催日:８月３１日(月)/

１０月７日(水)/１１月５日(木)

（いずれも10時から15時）
事前予約の方優先です。

一度、事務所へお問い合わせください。
（コロナ感染状況、公務等の都合により変更の場合もあ
ります。その場合は、いそがわ HPやSNS、事務所前
掲示にてお知らせします。ご了承くださいませ。）

【コロナ禍における学校現場へ視察】
約３ヶ月間の休業期間を経て、学校が再開

されてからの児童・生徒、学校の状況などを
小学校・中学校それぞれの様子を伺いました。
教室内の児童の数は、多いところで40人以上となっ

ており、児童も先生もマスクは着用していますが、密
といわざるを得ない状況でした。また、先生達の消毒
作業等の実態をお聞きして、教師の負担増への支援体
制の整備が必要と感じました。そんな中、子供たちは、
手洗い・うがい、検温を徹底しており、授業や給食等
の時間も静かに過ごしているとのことで、これまでに
ないストレスに対する児童・生徒の心のケアの必要性
も感じました。一般質問において、授業等にて、生徒
間と先生が共にコロナ禍における学校生活を考える時
間を作り、課題共有する必要性を提案しました。

個人質問より（コロナ対策等以外の質疑内容）

【いじめ重大事態案件（3例目）について】
五十川：前回議会でのやりとりにて、既にメディア取材を受
けていたことを分かっていながら、議会質問にて公表しない
姿勢であったことについて、教育長はいかがお考えか。

教育監：重大事態について報告が求められている場合が限
定的であることから、本事案の報告や公表を控えた。
また、事案の調査と並行して、被害児童の学校復帰に向
けた取組を進めていかなければならない状況であったこと
から、児童への影響等を考慮したもの。

教育長：担当からも御答弁したが、本事案については、児童
への影響等を考慮し、公表を差し控えていた。
市議会をはじめ、外部への報告、公表については、事案の
内容や重大性、被害児童、生徒、保護者の状況、報告、公
表した場合の児童、生徒への影響等を勘案して、事案ごと
に適切に判断するべきものと考えている。

五十川：児童への影響を考慮したとあるが、児童を守れてい
ると言えるのか。報道された以上、勝手に配慮したという理
由は、詭弁と言わざるを得ない。報道内容について、全て事
実であるのか。事実と違う点があれば説明を求める。

教育監：本事案については、現在、国のガイドラインに沿った
手続を進めているため、詳細な答弁については控えさせて
いただきますが、報道の内容に関して、誤りとして指摘しな
ければならないような事柄はない。



〈９月定例会の日程予定〉
９月 ９日 本会議（提案説明）
９月１６日−１８日 本会議（一般質問）
９月２３日 本会議（一般質問）
９月２３日−２９日 各常任委員会
９月３０日 予算常任委員会

（討論・採決）
１０月５日 本会議

（討論・採決）
１０月５日〜１０月27日 決算常任委員会

〔傍聴のご案内〕
スマホ等から見れるネット中継もご利用ください。
一時保育については、新型コロナウイルスの感染

拡大が収束するまでの間、休止としております。
手話通訳派遣等については、傍聴希望日の7日前

（土曜・日曜・祝休日等の閉庁日を除く）までに
議会事務局にお問い合わせください。
（議会事務局TEL：06−6384−2644

FAX : 06−6338-0920）
（※吹田市の議場は特定天井です）

事務所活動費内訳 （円）

収入

4月-6月合計 1,459,230

前月繰越金 1,636,996

合計 3,096,226

支 出

事務所家賃等 261,330

水光熱費 24,316

通信費 74,839

印刷費 63,180

活動費 45,370

交通費 28,312

事務雑費 35,934

人件費 49,500

合 計 582,781

繰越金 2,513,445

（円） ４月 ５月 ６月

収入

報酬 650,000 520,000 520,000

期末手当等 0 0 1,735,500

合 650,000 520,000 2,255,500

支出

所得税 56,200 32,920 351,870

住民税 64,600 64,600 65,900

国民年金 16,890 16,890 16,890

国民健康保険 0 0 82,000

互助会会費 6,500 5,200 5,200

会費 0 610 0

生活費 300,000 240,000 640,000

事務所活動費 205,810 159,780 1,093,640

合 計 650,000 520,000 2,255,500

《会計報告（2020年4月〜6月》 （報酬２割削減し、その分をコロナ対策に充当）

★私たちは、
ボランティアの
皆様に支えられ
て活動して

います★

だより配布、折込作業の
お手伝いをして頂ける方
を大募集しています！
どの地域でも、何枚からで
も結構です。
ぜひ、ご連絡ください‼︎!

カンパの応援もお待ちして
います。
【郵便振替】
920−4−331276
いそがわ ゆか応援団

︎

【日時】令和2年(2020年）８月２３日（日）
１４時スタート、１６時終了予定☆

【参加方法】ZOOMにて開催（事前予約制）
YouTube同時配信予定！（ライブのみ）

【配信内容】
第１部：新型コロナウイルス感染症対策関係

についてのご報告‼︎（クロストーク形式）
第２部：zoom参加者の皆さんとの意見交換☆

※新型コロナウイルス感染拡大防止などの対応等により、
急遽、中止となる場合もあります。
中止の場合、SNS等でのお知らせとなります。ご了承く
ださいませ。

「こくちーず」にて
お申し込みください！

申込みサイトQRコード→→

この夏、市民と歩む議員の会（五十川、池渕、馬場）

オンライン議会報告会を行います♪

コーディネーターの方を交えたクロストーク形式

などオンラインならではの新たな手法に挑戦します‼︎

いそがわ ゆか プロフィール
★1986年 京都市生まれ 五月が丘在住
★2005年 同志社女子高等学校卒業
★2009年 同志社大学社会学部社会福祉学科卒業
★2009～2015年 尼崎市 勤務
★2015年4月吹田市議会議員初当選
★2019年4月〜吹田市議会議員２期目
◎市民活動・地域活動等
（公財）千里リサイクルプラザ研究員/すいた市民環境会議/
千里竹の会/吹田自然観察会/紫金山みどりの会/せせらぎ

花の会/新小川花の会/マンションライフを考える会/孫子老/
市民ネットすいた/平和なまちづくりＮＷ/おのくん里親の会/
子育て広場等/手話サークル『風』/地域コミュニティを考える
会/五月が丘地区防災委員・福祉委員、自治会会長/関西若
手議員の会/近畿市民派議員の会／ストップ気候危機！自
治体議員による気候非常事態・共同宣言の会
◎資格・経験
ケースワーカー・訪問介護員
養成研修２級課程修了（ホームヘルパー2級）
高等学校教員免許公民科・福祉科


